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活動の目的

2019年夏から同じ場所で継続実施している学童保育との
ネイバーキッチン事業については、こども達の生活の変化
を中長期的に観察している。
今年度はデザインを学ぶ学生（中国デザイン専門学校）

達が加わることで、子どもたちの変化にどの様な幅が生じ
るかを見届けること、及び学生たちには校内評価とは異な
る軸で自分たちのデザインの素養、技能をいかに発揮し、実
社会での新たな学びの場の存在に気づくことを目的とした。
活動全般については、ワークを通じて自分の「おいしい」

を見つけ、その「おいしい」の源は日々の暮らしにあるこ
とを感じ取り、「おいしい」感情の尊重が自分や他者の生活
を認めることだという認識を持ち、「おいしい」を自分に送
るエールへと転化することを狙いとした。

活動の内容及び経過

①（2020年夏）は「わたしのお弁当箱」というテーマで
実施した。食卓の食事とは違ってお弁当には特別感がある。
状況や場所、作るのか買うのか、季節によって中身も変わる、
思い出やエピソードもあるだろう。そのお弁当の「おいしい」
記憶を手がかりに「わたしのお弁当箱」の一品を１人ひとり
が作り、みんなの一品を詰め合わせたお弁当を作った。
②（2021年春）は「鏡の中のわたし」というテーマで実

施した。他者の行為をトレースすることで、他者を感じ他者
の目線から自分を捉え直す状況の中で、包丁を使わずに手で
食材加工をすることで、手を感覚器と捉え、食材の感触をダ
イレクトに感じ、そこから浮かぶ「おいしさ」とはどんなもの
があるだろうかと２チームに分かれて調理を行った。

活動の成果・効果

①は１人一品という調理分担をしたことで、自分のペー
スで「おいしさ」に向き合うことができた。加えて料理自
体が複雑なものを選択しなかった（サラダやトマトスパゲ
ティ、焼き鳥等）のため、家庭に帰ってもある程度自分自
身で再現できるものが多く、実際に自宅で両親に作ってみ
た、など学びの循環がみられる一面があった。
②は相手を観察する、相手になることに自分の要素が含

まれうる、という感覚を持つ入り口に立つことができた。ま
た包丁ではなく手を使い調理することで、手は感覚器であ
るという（原始的な）知覚をし、触感（触覚）からおいし
い（味覚）という、本来機能とは異なる感覚を用いること
でも、「おいしい」につなぐことができる感覚横断の新たな
側面を垣間見ることができた。

今後の課題と問題点

①はお弁当に何が入っている（た）のか、意外にイメー
ジが出てこない、湧かない。視覚、味覚ともあまり記憶（知
覚？）として残っていないという認識の差があった。
②については、ワークの内容がやや複雑だったこともあ

るが、イメージを膨らませる際に食材そのものの知識や経
験が足りないことを感じた。
「おいしい」という感覚と「好き」という感情がどのよう
にクロスオーバーしていくのか、そうではなくそれらは交
わる必要の無いものでそれぞれ独立で存在するものなのか、
自分の「おいしい」と日々の暮らしの間にはどれくらいの
隔たりがあるのか、子どもたち、学生たちがどのようにこ
れらのテーマを消化しアウトプットし得るかには、少し時
間がかかりそうだ。

自分の「おいしい」を見つけ、その感情を自分へのエールにする
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Neighbor Kitchen（ネイバー・キッチン）

②-2 お互いを見合って鏡のように調理②-1 感触を確かめつつ手で食材を細かくする

①-1 骨付き鶏の大きさにびっくり ①-2 骨付き鶏を焼く、中まで火が通るかな




